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当
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仏
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屋

で

買

ふ

新

暦

椅
子
と
机
の
作
業
は
快
適
で
あ
っ
た
。

　

春
の
桜
が
咲
く
頃
に
な
る
と
、
階
下
に

見
え
る
満
開
の
桜
が
見
事
で
高
い
所
か
ら

の
花
見
が
出
来
た
。

　

十
二
月
の
中
旬
に
は
市
川
へ
の
移
転
を

完
了
し
、
来
年
か
ら
は
い
よ
い
よ
市
川
分

室
で
の
活
動
が
始
ま
る
。

　

今
度
の
市
川
分
室
は
Ｊ
Ｒ
の
快
速
が
止

ま
る
市
川
駅
か
ら
二
、三
分
の
と
こ
ろ
で
、

「
沖
」
の
新
年
大
会
が
開
催
さ
れ
る
市
川

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
隣
接
し
て
い
る
。
部

屋
は
幾
分
狭
く
な
る
が
、
今
度
は
一
階
に

あ
る
の
で
出
入
り
に
は
便
利
で
あ
る
。

　

次
の
分
室
に
も
沖
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
を
揃
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
年
末

の
年
用
意
も
か
ね
て
書
籍
類
の
整
理
や
、

部
屋
の
改
造
な
ど
に
長
女
、
次
女
の
夫
婦

も
か
り
だ
さ
れ
て
い
る
。

　

中
山
時
代
か
ら
分
室
で
の
仕
事
は
ほ
ぼ

四
十
年
近
く
に
な
る
が
、
毎
月
発
行
さ
れ

る
「
沖
」
誌
の
要
と
な
る
施
設
で
あ
る
の

で
、「
市
川
分
室
」
へ
の
大
き
な
役
割
が

期
待
さ
れ
る
。
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長
年
親
し
ま
れ
た
沖
発
行
所
の
八
幡
分

室
が
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
八
幡
分

室
は
今
か
ら
十
六
年
前
の
平
成
十
八
年
四

月
に
前
の
中
山
分
室
か
ら
移
転
し
た
も
の

で
、
発
行
所
と
も
近
く
、
本
八
幡
駅
に
も

至
近
距
離
に
あ
る
こ
と
か
ら
多
く
の
人
た

ち
に
も
便
利
に
使
う
こ
と
が
出
来
た
。
マ

ン
シ
ョ
ン
の
４
階
で
「
沖
」
編
集
部
の
毎

月
の
沖
誌
の
編
集
校
正
作
業
や
、
業
務
部

の
沖
誌
の
発
送
、
入
金
帳
簿
の
整
理
の
作

業
に
使
わ
れ
た
。
ま
た
、
ほ
ぼ
二
月
お
き

に
開
催
さ
れ
る
「
沖
」
同
人
会
の
常
任
幹

事
会
も
こ
こ
で
行
わ
れ
、
さ
ら
に
は
い
く

つ
か
の
グ
ル
ー
プ
句
会
の
会
場
と
し
て
も

使
わ
れ
た
。
書
架
に
は
「
沖
」
の
創
刊
号

か
ら
最
新
号
ま
で
の
「
沖
」
誌
が
き
ち
っ

と
整
理
さ
れ
て
収
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、

古
い
雑
誌
を
調
べ
た
い
時
は
便
利
で
あ
っ

た
。
ま
た
周
年
の
記
念
大
会
を
開
催
す
る

時
は
、
前
線
基
地
と
し
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
。

　

以
前
の
中
山
分
室
は
畳
の
部
屋
で
、
机

の
作
業
の
立
ち
居
が
不
便
で
あ
っ
た
が
、

発
行
所
分
室




